
 

 

 

「発達障害者のストレス認知と職場適応のための支援に関する研究」 

（調査研究報告書 No.150）における記載の訂正について 

 

令和２年４月 

障害者職業総合センター 

研究企画部・研究部門 

 

 

令和２年３月２７日に掲載いたしました、調査研究報告書№150「発達障害者のストレス

認知と職場適応のための支援に関する研究」について、図が入れ替わって掲載されているこ

とが判明しました。下記の通り訂正して、お詫び申し上げます。 

 

修正箇所：70頁 

（正） 図 1-5-5と図 1-5-6の図の配置を入れ替え、図とタイトルが対応するよう修正した

（別紙参照）。 

 

（誤） 図 1-5-5「仕事の裁量度低い」経験有無の図について、同一ページに掲載されてい

る図 1-5-6の図として掲載されていた。図 1-5-6も同様。 

 

 



70

「仕事の裁量度低い」、「仕事の裁量度高い」の項目をそれぞれ比較すると、両者とも「経験あり」の比率に大

きな違いはなかった。また、３群間で比較すると、Ⅱ群、Ⅲ群においてⅠ群よりも「仕事の裁量度高い」の「経験

あり」の比率が５割程度とやや高かった。 

図1-5-5 「仕事の裁量度低い」経験有無 

図1-5-6 「仕事の裁量度高い」の経験有無 
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